
8・制度体系、事務組枇、積立金の管理・運用にっぃて

(1)被用者年金の太宗を占める厚生年金に、公務員及ぴ私学教秩員も加入
   することとし、2時部分の午全は厚生年全に統一する。

      これにょり、一居の少子南齢化等に備えた全枚用者の丈え合ぃによる
   厚生午金制度とするとともに、民門枝用者、公務員ゑぴ私学扶杖貝を通

    じて、同一保倹料、同一拾付を実現する。

(2)1・2階部分の保倹料収入ゑび杜立全を放用者全体の共通財源とする。

     主た、制度全体の拾付と負担の状況を国の会計にとりまとめて計上し、

   国民に閑示する。
     さらに、制度全体を適じた財玖杖托を定期的に実批する。

(3)宇務組枇にっぃては、無杖な投奔を珪け、効卒的な享務処理を行ぅ祝
   点から、共済組合や私学芋末団を活用する。即ら、これらの享群杜批が、
共済捉合只等に閃する保倹料杖収、材立全の帝理，逗用から午全拾付主

での一Ⅰした斤生午全の芋務処理を分担する。
  なお、今復、竹ね処理技椅の迄歩辛に合わせ、利便柱があ(、より効

卒的なオ務処理が行われるようにするこヒを扶計するの

(4)杭立全の菅理・近用につぃては、与生労劫大臣が悶榛大臣の椅力を行
   て、逗月の基本的な方向性辛を定め、速用状況等の評栖を行ぃ、国民に
   開示する。そのもとで、逆用甘理主休は、ヰ門性をあめつつ、具休の主

  用ルール竿を定め。杜立全を珪用に供する。

折たな公務員制皮ヒしての仕組み等について

   公的午金としての3階部分 (枇域部分)庇止に伴う折たな公務貝制度と

  しての仕組み等については、速やかに結論を符ることができるよう引き坑

  き杖討する。

Ⅰ0・実施時期について

 被用者年金制度の一元ィもの実施時期は、平成22年度を原則ヒする。

  なお、追加棟用及ぴ文官恩拾の減額については、平成20年度から実抱

する。また、9・については、検討結来を踏まえ、平成22年度から実施

する。
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